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理 科 学 習 指 導 案
日 時 令和４年 ２月４日（金）５校時
授業場所 第一理科室 ２年２組教室
授業学級 第２学年２組

（男子１９名，女子１８名 計３７名）
授 業 者 原 口 栄 一

１ 単元名
【単元4】第1章 静電気と放電 第 3 節 放射線の性質と利用

２ 単元について
(1) 第３節の目標
ア 静電気の性質および静電気と電流には関係があること，それらの観察，実験などに
関する技能を身につける。また，静電気と放電を関連させ，放射線の性質と利用につい
て理解する。（知識・技能）
イ 静電気や放電に関する経験から課題を見いだし，見通しをもって観察，実験などを
行い，静電気の性質や放電について規則性や関係性を見いだして表現する。（思考・判
断・表現）

ウ 静電気に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度を養
う。また，静電気と放電を関連させ，放射線についてもその性質と利用について関心
をもつことができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度）

(2) 単元観
教材観
本単元では，電流回路などの実験を通して，電流や電圧の概念を理解させること，

また，電流の磁気作用，静電気や陰極線に関する実験を通して，電流と磁界の相互作
用，静電気の基本的な性質，電流の正体について初歩的な理解をさせることが，主な
ねらいである。そこで，電気が生活を便利にしていることなど，電気についての興味
・関心を喚起し，さまざまな電流回路の実験を行うことによって，小学校での定性的
な電流概念を定量的な電流概念に移行させ，電圧，電気抵抗，電流の発熱作用につい
ても理解させるようにした。さらに，磁気作用，電流と磁界の相互作用，静電気，陰
極線を調べることにより，日常生活に利用されている電流のはたらきや電流が電子の
流れであることについての基礎を学ぶことができるようにした。
生徒観
これまでに生徒は，本単元に関わるものとして，以下の内容について学習している。
・電気を通す物と通さない物があること(小学校３ 年)
・電気を通すつなぎ方と通さないつなぎ方があること(小学校 3 年)
・乾電池の数やつなぎ方を変えると豆電球の明るさやモーターの回り方が変わるこ
と(小学校 4 年)

・電磁石に電流を流したときの鉄心の磁化や極の変化，電磁石の強さ(小学校５年)
・電流によって光や音，熱が発生すること(小学校６年)
・電気は，つくりだしたり蓄えたりすることができること(小学校 6 年)
生徒は，科学技術の急速な進歩，発展にともない，電流のはたらきを利用した電気

製品や電子機器に囲まれて生活している。電気製品や電子機器に興味・関心をもつ生
徒は，意図的に学習にとり組む姿勢をもっている。しかし，一方で電気製品や電子機
器が複雑になり，日常生活のなかで利用されている原理を学ぶことが難しくなってき
ている面もある。
学習観
本単元を展開するにあたっては，それぞれの機器の操作方法を確実に習得させると

ともに，実験においてあらかじめ実験結果を予想させるなどして，実験の目的を明確
にして，それを意識させて実験を行わせ，実験によって得られた事実から論理的に推
論させることによって，生徒自身に納得のいく結論を導かせる必要がある。その際，
理解を助けるためにモデルで考えたり，実験結果をグラフ化して分析させたりするな
ど，科学的な方法をじゅうぶん活用させるものとした。
静電気によって身近に起こる現象については，まず，日頃よく体験することを想起



- 2 -

させる。そして，静電気の性質及び静電気と電流は関係があることを見いださせ，電
流が電子の流れであることを見いだせるようにしたい。
電流・電圧・抵抗の概念は，電流計や電圧などを介した電流回路の実験を通して形

成されていく。
電流の発熱量も直接測定できないので，水の温度上昇を介して測定し，磁界も直接

観察できないので，磁針や鉄粉を介して観察する。このように電流は，直接観察する
ことができず，さまざまなものを介して学ぶため，生徒が理解するには難しい事象と
いえる。それぞれの実験をていねいに考察をしていきたい。
また、現在、新型コロナ流行第六波の中において感染対策をふまえた授業を行うた

めに、実験に制限がある。

３ 生徒の実態
令和 4 年１月の２年生徒・理科アンケート結果
地学・気象分野終了後である。（単位は％）
１．理科が好きですか。 はい 61．2 普通 34．9 いいえ 3．9

２．理科の勉強が楽しいですか。 はい 62．0 普通 38．0 いいえ 0．0

３．理科の勉強は退屈ですか。 はい 1．6 普通 30．2 いいえ 68．2

４．理科の勉強は易しいですか。 はい 5．4 普通 62．0 いいえ 32．6

５．理科は生活の中で大切ですか。 はい 42．6 普通 54．3 いいえ 3．1

６．将来、科学を使う仕事をしたいですか。 はい 10．9 不明 43．4 いいえ 45．7

７．マッキーノはためになっていますか。 はい 92．2 普通 7．0 いいえ 0．8

８．気象模型作りはためににりましたか。 はい 73．6 普通 26．4 いいえ 0.0

９．気象模型作りは楽しかったですか。 はい 86．0 普通 14．0 いいえ 0.0

2 年生を 4 クラス担当している。全体は、平均して「理科好き」は 61 ％、「理科の勉強
は楽しい」が 62 ％、「理科の勉強は退屈ではない」が 68 ％というように半分以上。しか
し、「理科の勉強は易しい」が 5 ％でした。「科学は生活の中で大切」は 43 ％、「科学を
使う仕事をしたい」は 11 ％、「マッキーノは役立つ」は 9 割以上の生徒に役立っているよ
うである。「気象模型作り」も 74 ％役立ち、 86 ％楽しかったようである。支持されたも
の作りは、1 番が「雲のでき方」57 ％、2 番が「等圧線モデル」52 ％、3 番が「飽和くん」49
％という結果であった。全体的に理科に対しては肯定的である。

４ 本時の実際
(1) 題材 放射線の性質を調べよう。
(2) 本時の目標
ア 放射線の性質と利用について理解する。（知識・技能）
イ 前時の放射線に関する内容から課題を見いだし，見通しをもって放射線の観察，実
験などを行い，規則性や関係性を見いだして表現する。（思考・判断・表現）

ウ 放射線に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度を養
う。（主体的に学習に取り組む態度）

(3) 本時の展開
過 時

程 間 学習内容・活動 指導上の留意点・評価 教材・教具
１ 前時の復習を行う。 ・前時に学んだ放射線テキストを 〇放射線実験

導 10 「放射線についての知識」を確 見ながらでも良いので、利用など ワークを配布
入 認する。 の知識を復習する。 ＞裏面

２ 学習課題を確認する。
放射線の性質を調べよう 〇放射線実験

ワーク＞表面
３ 実験方法を聞く。 ○放射線測定

・班ではなく、列実験とする。（コ 器
2 つの実験を列の前後から一 ロナ対策） ○放射線源
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項目ずつ行い実験用ワークに ・机間指導・評価ウ ○タイマー
結果を書き込む。すべての実 ・実験に手間どっている個人には ○遮蔽物
験が終われば、実験用ワーク 支援する。 ○ペットボト

展 の内容を列全員が個人用ワー ル水
クに記録し、わかったことを ・放射線測定は必ず１分間待つよ
記録係がホワイトボードに書 うにさせる。
いて提出する。

４ 実験を行う。
25 (1) 前の生徒から遮蔽実験を

し、後ろの生徒から距離実験
開 を行う。

(2) 一つの項目が終われば、前 ・実験用ワークに結果を書かせ
や後ろの生徒に実験用ワーク る。・評価イ
と実験道具を渡す。 ・個人用ワークに結果を書かせ

(3) 実験が終わったら前後の列 る。
の生徒が前の机に返却する。

５ 実験用ワークの内容を列全員
が個人用ワークに記録する。

６ わかったことを記録係がホワ ○小ホワイト
イトボードに書いて提出する。 ボード

○ペン
７ 各列代表が、小ホワイトボー
ドを元に発表する。

終 ８．学習課題の振り返りを自分で
10 する。

末 ９．個人用ワークを提出する。 ・評価ア、イ

(4) 評価
ア 放射線の性質と利用について理解できたか。（知識・技能）
イ 前時の放射線に関する内容から課題を見いだし，見通しをもって放射線の観察，実
験などを行い，規則性や関係性を見いだして表現できたか。（思考・判断・表現）

ウ 放射線に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度を養
えたか。（主体的に学習に取り組む態度）

(5) 板書内容

学習課題 各班のわかったこと

放射線の性質を調べよう。

実験の方法

振り返り

(6) 放射線機材の入手について
公益財団法人日本科学技術振興財団から借用することができる。



- 4 -



- 1 -

（ ）放 射 線 実 験 2022 2

（ ） （ ） （ ）2年 組 列 氏名

γ（ガンマ）線を 分待って測定実験用 個人記録用 ※ 1

振り返り１．遮蔽（しゃへい）物実験 何を置けば、一番.

実験でわかったこと放射線を止められるかな。

から1
物質名 μ ／ｈSv

鉛板

ステンレス板

アルミ板

アクリル板

ペットボトルの水

厚紙

から２．距離実験 放射線源から離れたら放射線の値 2
はどうなるかな。

物質名 μ ／ｈSv

５ｃｍ

１０ｃｍ

１５ｃｍ

２０ｃｍ
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